
トリドールグループの資本

外部環境変化

INPUT

消費者のライフスタイル・需要変化 日本国内の少子高齢化 グローバルな所得水準の向上・経済圏の拡大 技術進化・情報化社会の進展 環境問題・資源枯渇の深刻化 人権問題への関心の高まり

● 継続的利益／キャッシュ・フロー
● 最適な負債資本構成
● 事業戦略に沿った適切な投資

● トリドールグループを
　 応援してくださるお客さま
● 地域コミュニティとの結びつき
● お取引先様との信頼関係
● 海外有望パートナーとの協業

● 安全かつ品質と環境に
　 配慮した原材料
● 有限なエネルギー資源、水資源

● 理念・価値観を共有する人材
● 人材の多様性
● 海外展開や業界をリードする人材

● 国内直営
● 海外ブランドM&A
● 国内ブランドの海外展開
● シーンの広がり
　  （新商品・新サービス・新業態）

● 感動体験を提供する店舗
● 資源循環型の設備・システム
● 感動体験を支えるDX

● ダイバースブランド
● 感動体験型店舗のオペレーション／
　 展開能力
● 商品・業態開発力

● 感動体験の追求
● 事業ポートフォリオの量・質拡充
● ローカルバディ布陣の確立
● NxN展開を支える基盤構築

財務資本 社会関係資本

自然資本

人的資本

成長戦略を実現するための視点

製造資本

知的資本

重点テーマ

心的資本経営
パピカン繁盛サイクル

お客さまの
感動体験

繁 盛

従業員の
ハピネス

ロイヤルティ UPパピネス UP

モチベーション UP

ステークホルダーへの価値提供

働きやすく、働き甲斐のある環境を整備
することで、多様な人材が、トリドールグ
ループで働くことに誇りを感じながら能力
を発揮できる職場を実現します。

外食企業の社会的役割を拡充し、雇用創
出・地域経済への貢献といった新しい価
値を提供します。また社会貢献活動などを
通じて積極的に地域との交流を行い、お
客さまとともにコミュニティを共創します。

国内外のお取引先様（サプライヤーやビ
ジネスパートナーなど）との連携を深め、
公正性、透明性に配慮したレジリエント
なパートナーシップを構築し、ともに持続
可能な成長を目指します。

「もっとも身近なレジャー」である外食を
起点に、多様な食文化を尊重しながら、
「食の感動体験」を提供します。

事業を通じて社会課題の解決を進めると
ともに、グローバル市場での積極的な成
長を推進しキャッシュ・フローの継続的な
創出に努めます。また積極的な対話と情
報発信を推進し、企業価値の持続的な
向上を目指します。

グローバル基準で外食産業をリードする
取り組みを推進し、環境負荷の低減に貢
献します。

従業員 社 会

お取引先様

お客さま

株主・投資家

環 境

OUTCOME

予測不能な進化で
未来を拓く

グローバルフードカンパニー

サステナビリティ
ESGマテリアリティ

HAPPINESS 
KANDO 
REPORT株式会社トリドール

ホールディングス
代表取締役社長 兼 CEO 2025

トリドールグループは「食の感動で、この星を満たせ。」
をスローガンに、予測不能な進化で未来を拓くグローバ
ルフードカンパニーを目指しています。ビジョンの実現に
は、すべての活動の根源である従業員のハピネスの向
上が必要であり、その先にお客さまの感動体験があると
考えています。この当社の考えと活動を「HAPPINESS 

KANDO REPORT」としてまとめました。※ 2025年3月末現在

一貫して「食の感動体験」を追求
　1985年、当社は兵庫県加古川市に1店舗目を開業し、「どうしたらお
客さまにお越しいただけるのか」を常に考え試行錯誤を重ね、成長を図っ
てきました。そうした中、お客さまの目の前でできたてのうどんを出す香川
県の讃岐うどんの製麺所に長蛇の列ができている様子を目の当たりにし、
「人を惹きつけるのは『食の感動体験』なのだ」と実感しました。この製麺
所の再現が丸亀製麺の始まりであり、この考えのもと業態開発や店舗・メ
ニュー開発、人材育成に取り組み、事業成長につなげることができました。
　丸亀製麺では、すべての店舗に製麺機や茹で釡を置いています。そのた
め、設備投資やスペース確保による賃料増加、均一な商品品質実現のた
めの教育も必要で、ランニングコストがかかります。効率のみを優先すると
マイナスかもしれません。しかし、この一貫した取り組みがお客さまにでき
たてをご提供する感動体験を生み出し、当社の「食の感動体験」という付
加価値を付与することで、セルフうどん市場を確立したのです。

「心的資本経営」を推進
　私たちはお客さまへの「食の感動体験」提供を追求していますが、重要
なのは働く全員が楽しく前向きであることです。中でも大切なのは「心」であ
り、当社にとっての最大の資産だと考え「心的資本」と定義しました。
　そのためには、ともに働く仲間との信頼関係や心が通じ合った「つなが
り」があり、お店が大好きと思える「安心感」のある環境づくりが大事です。
そのようなお店で、お客さまからのお褒めの言葉が私たちの「貢献実感」と
なり、「誇り」へと変わっていくのです。この4カテゴリーを充足することで
従業員の「ハピネス」向上を図り、お店の繁盛へとつなげます。
　こうした「心的資本経営」を推進しながら、当社は国内外に2,000を超える
店舗を展開しています。グローバル展開は始まったばかりで、進出先は大きな
可能性を秘めています。「予測不能な進化で未来を拓くグローバルフードカン
パニー」となり、世界的な大手チェーンに並び、世界で日本発の外食企業とな
ることを目指しています。当社のさらなる進化、飛躍にご期待ください。

「人の力」が唯一無二の
 感動を生む源泉だ

社名 株式会社トリドールホールディングス

創業 1985年8月

設立 1990年6月

資本金 5,358百万円

本店所在地 〒150-0043 
東京都渋谷区道玄坂1-21-1渋谷ソラスタ 19階

従業員数※ 社員数（連結）　7,830人
臨時従業員数（連結）　15,553人

連結子会社数※ 89社

持分法適用関連会社数※ 22社

価値創造プロセス

レポートは
二次元コードより
ご覧ください。

会社概要 （2025年9月末現在）

　トリドールグループは、財務的価値創出に加え、すべてのステークホルダー

に対する価値創出のため、企業活動を行っています。そのためにさまざまな資

本を投じていますが、当社の価値の源泉である「食の感動体験」創出には、

従業員のハピネス向上が最も重要だと考えています。従業員のハピネスが、

お客さまの感動体験実現の鍵であり、ビジネスを持続的に成長させ、企業

価値を向上させるものだと確信しています。この当社の価値創造プロセスを

まとめ、「HAPPINESS KANDO REPORT」に掲載しています。

価値創造プロセスの図

CEO Message

詳細は二次元コード
よりご覧ください。

トリドール
ホールディングス
統合報告書

GUIDE



すべての店舗で「手
づくり」「できたて」
のおいしさを提供す
る本格讃岐うどん専
門店

「いちばん近いハワ
イ」をコンセプトに、
自家焙煎コーヒー
やパンケーキを提供
するカフェ

10時間以上かけて炊
きあげた姫路発こだ
わり豚骨ラーメン店

切りたて肉を炭火で
炙った焼肉丼や特
製の冷麺を提供

誰でも気軽に利用で
き、値段を裏切るク
オリティを追求した
立呑み大衆酒場

揚げたてを一品ずつ
提供し都度揚げを楽
しんでいただく、天ぷ
ら定食専門店

店内製麺したもっち
り中太麺が特徴の
神戸・長田の家庭料
理「ぼっかけ焼きそ
ば」専門店

創業以来、店内で串
を打つ焼き鳥をはじ
め、炭火焼にこだわ
るファミリーダイニン
グ型レストラン

豚肉カットから仕上
げまでお客さまの目
の前で行う揚げたて
とんかつ専門店

店内のパン工房で、
材料の混ぜ合わせか
ら手づくりでコッペ
パンを焼きあげるサ
ンドコッペ専門店

熟成の手づくり生地
を注文を受けてから
焼きあげる本格的ナ
ポリピザレストラン

冷製・温製・グリル
の小皿料理を組み
合わせて楽しむギリ
シャ料理専門店

本格的な博多豚骨
ラーメンを提供

麵の種類やスープ、
具材が選べて自分
好みの一杯を楽しめ
る香港で人気のヌー
ドル店

海外の丸亀製麺。
店舗で粉から製麺、
お客さまの目の前で
調理することで「でき
たて」を提供

ハワイで古くから親
しまれるローカル
フードが進化。丼・
巻き寿司・サラダな
ど、提供方法も豊富

タイの屋台料理に
着想を得たファスト
カジュアルヌードル
チェーン

タイ発祥のお椀を積
み上げるスープヌー
ドルを、ハラル対応
カジュアルレストラ
ンとして展開

トリドールグループについて

約30ヵ国・地域 2,049店舗
（2025年3月末現在）

経営理念 ～私たちの想い～

私たちの【目指す未来】

私たちの【あるべき姿】

私たちの【使  命】

MIS SION

VISION

SLOGAN

私たちの【原動力】

ENERGY

私たちの【哲  学】

1 「KANDO」の頂へ

2 「二律両立」の頂へ

3 「称賛共助」の頂へ

PHILOSOPHY


